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50 Kii-Plus Journal 2020
校・大学・地域の連携―』和歌山大学　和歌山県立粉
河高等学校，2017年，p73～p82
［6］ 加藤ともこ「KOKÔ塾まなびの郷に携わった教員の意
識・その後のキャリアへの影響」同上『15周年史』
p83～p108
［7］ まなびの郷KOKÔ塾については，2004年から年度ご
との生徒の感想，WG活動成果，各担当講師のコメン
トも加えられた『報告書』が作成されている。また，連
携による研究成果物として『10周年史』（2012年），『15
周年史-高校が地域コミュニティの核に―高校・大学・
地域の連携―』（2017年）が和歌山大学・和歌山県立
粉河高等学校によって発行されている。
［8］ マナビィスト支援セミナーのこれまでの経緯について
は，『和歌山大学地域連携・生涯学習センター20周年
史』p120～p125にまとめられている。
［9］ 「高校魅力化」は高校を魅力化して，地域内外の人材教
育として存続させ，地方創生の拠点とするもので，海
士町をはじめとする島根県における実践が早くから示
されている。
［10］ 人が育つ地域社会」（紀南の部）をテーマにしたマナ
ビィスト支援セミナーの参加者は，2019年度36名
（うち高校生17名），2020年度37名（うち高校生17
名）であった。
 マナビィスト支援セミナー事業終了後も自主的に「わ
かやまヒューマン・カレッジ・アフターの会」とい
ったように継続した学習活動が誕生し，地域の活性
化を進める取組み，高齢期を地域で支え合う仕組み
づくりと実践活動が生まれ，継続している。
 本事業を事例とした研究は，生涯学習部局の専任教
員のみならず，本学の研究者，他大学の研究者等に
よっても論文・研究レポートとして執筆されている。
